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｢バイロン」の構築と過去の継承
一アーヴィングの』ＶＭ)stea〔Mbb則における象徴秩序一
須藤祐
はじめに
１８３５年に出版された３巻本のＴ/ｚｃＣｍｙｏ〃Mscc"α"ｙは，Washington
lrving（1783-1859）が１７年間におよぶ欧州滞在後，アメリカで初めて出版し
た著作である。第１巻にはアメリカ西部の探訪記録であるＡＴＯ"γo〃ﾉﾉzePmczj‐
"Ｃｓが充てられ，１８３６年に出版されたAstoγｊαと組み合わさる形で，この作
家のアメリカへのまなざしを示す資料として批評的関心を集めてきた。
一方で，『クレヨンの雑記録』の第２巻に納められたAbbotS/ｂｍや
jVCz(ﾉsjcadAbbey，第３巻のＬ卿"。〃ﾉﾉzcCo"9"Ｃｓね/ＳＰａｊ〃やLGge"doLﾉｵﾉze
Sz`ムルgatio〃ｑ/ＳＰａｊ〃はほとんど検討されてこなかったといってよい。しかし，
『クレヨンの雑記録』で扱われている題材を再確認すれば，アメリカからイギ
リス，そして，欧州大陸へと至る題材の選択が，ＡＨＩｓｔｏ７ｙｏＷＶＣ⑭ＹＭ８
(1809）からＴ/ｚｃＳ々e/c/zBoohがGeqﾉﾌﾞｹByCmczyo〃（1819)，Ｂ７ｚｚｃｅＭｄｇＵＨＭ：
oγﾉﾉ２０日"ｍｏ"γjsts・ＡＭＣｄﾙｙ（1822)，TCzJes〃αＴｍｚﾉe他γ（1824)，Ｔ/ｚｅ
ＡＺ/zα伽、（1832）の執筆へと至った，この作家のキャリアをある程度反復し
ていることが分かる。こうした視点から見れば，『クレヨンの雑記録』の他の
テクストを俎上に上げることは，欧州滞在時に執筆された主要なテクストを別
角度から比較検討するための地平を開くことになるだろう。
こうした狙いを掲げつつ，本論は『アポッツフォード」と共に『クレヨンの
雑記録」の第２巻に納められた「ニューステッド・アビー」を検討の中心に置
く。「アポッツフォード」は１８１７年に行われたSirWalterScott（1771-1832）
の邸宅への訪問記録である。それに対し，『ニューステッド・アビー』は，か
つてLordByron（1778-1824）が住んだ邸宅に，アーヴイングが１８３１年と
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1832年に訪問した記録としてまとめられている。どちらのテクストも「ウォ
ルター・スコットとロード・バイロンの邸宅に対するアーヴィングの心からの
賛辞」（Jones319）であるといえるが，同時に，これらの作家への迫`悼文と
しての側面も強い。また，その描写方法には顕著な違いが見られる。アーヴィ
ングの伝記をまとめたAndrewBursteinが，「おそらく，ワシントン・アー
ヴィングが他の人間にこれほどまでに魅了されたことは，彼の人生においてな
かっただろう」（117）と述べているように，この作家にとって，スコットの存
在は極めて大きかったことが知られている。現在，定本として扱われているトゥ
ワイン社版の「クレヨンの雑記録」に序文をよせたDahliaKirbyTerrellに
よれば，『ニューヨーク史」を高く評価し，「スケッチ・ブック』のイギリス版
の出版に助力を惜しまなかったスコットは，アーヴィングにとって「シェイク
スピアと同等」（xxxiv）の地位を占めていた。「アポッツフォード」はその
｢大作家」と過ごした４日間の記録であり，スコットについての描写はアーヴィ
ングの個人的な感情に負うところが大きい。また，アーヴィングが「ブレイス
ブリッジ邸」で用いた描写と「アポッツフォード」に描かれたスコットの教育
方針一「馬に乗ること，銃を撃つこと，真実を語ること」（ＢＨ７ｑＭＣ
ｌ３６)－を意図的に重ね合わせていることは，スコットの影響の存在を，アー
ヴィングのテクスト自身が表明していることに等しいといえる。
その一方，アーヴィング自身が「ニューステッド・アビー」で述べているよ
うに，彼はバイロンと会ったことがない。アーヴィングがアビーを訪れた時，
バイロンはすでに泉下の客となっていた。しかし，このロマン派詩人の生前，
アーヴィングは１８１４年のＡ"伽ctjcMzgzzzj"ｅに“LordByron，，を寄稿し，
バイロンを「最も耳目を集めている」（ＭＷ１１４）詩人として紹介している。
アーヴィングのバイロンへの関心はこの詩人の著作を通して培われた。アーヴィ
ングの友人であったThomasMooreO779-1852）がバイロンの知人であり，
この詩人の伝記を出版していることは，この関心を支えるひとつの理由だろう。
また，アーヴィングの著作を出版することになるJohnMurray2世（1778-
1843）がバイロンの詩集出版も手掛けていたことや，アーヴィングの日記で確
認できるように，バイロンの作家活動がアーヴィングの耳に入りやすかったこ
とも，別の理由としてあげられるu)。アーヴィングにとってのバイロンは，テ
クストを通して構成される「バイロン｣，つまり，象徴秩序が照射する「バイ
ロン」像として存在したのである。
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こうした関係に基づく時，『ニューステッド・アビー」は，対象となる作家
への距離という点で，必然的に「アポッツフォード」とは異なった立場をとら
ざるを得ない。このテクストは，手に入らないものを希求し，それをどのよう
に記録・保存するかという逆説的な試みである。それは，アーヴィングがイギ
リス滞在時に執筆した，文学巡礼という側面をもつ「スケッチ・ブック』や，
すでに失われつつあったイングランドの田園風景と風俗の描写である『ブレイ
スブリッジ邸』と同じ構図を共有しており，彼がイギリス滞在時に残したテク
ストとの比較検討の地平を開いてくれるだろう。
1．メランコリックな「バイロン」像の構築
ニューステッド・アビーは，元々１２世紀に小修道院として建設された。規
模の拡大後，バイロン家の邸宅になっていたが，１８１８年，バイロンが大学時
代の友人であるColonelWildmanに売り渡すことになる。アーヴィングの訪
問はその後のことであり，その荒廃した空間は新たな主人によって修復と保存
の途上にあった。アーヴィングはこうした状況のアビーにバイロンの面影を見
出す者として登場する。彼の「バイロン」像は，この詩人が残した詩と実際の
光景を重ね合わせるという想像的な企図によって構築されていくことになる。
「ニューステッド・アビー」の冒頭には“HistoricalNotice”が配置され，
アピーがバイロンの祖父からこのロマン派詩人の手に渡るまでの歴史が述べら
れている。その経緯は次のようにまとめられるだろう。バイロンの祖父には息
子がいたが，彼の意に反して，その息子は駆け落ちをしてしまう。激情家であっ
た祖父は息子による財産の継承を嫌い広大な敷地の木々を切り倒し，代々続
く建物を荒廃するに任せることになる。祖父はやがて息子に先立たれ，そして，
失意のなかで死を迎える。相続権がバイロンに移る頃にはアビーは荒廃してし
まう。
この導入の節において，アーヴィングは，荒廃した情景が「バイロンの詩的
想像性とメランコリーヘの愛に訴えかけた」（175）と述べ，バイロンのメラン
コリックな想像的気質にとって，アビーの陰気な雰囲気が重要な役割を担って
いると想定する。このような想定を基礎づけるためにアーヴィングが頼ってい
るのはバイロンの詩である。彼はバイロンの“ElegyonNewsteadAbbey”
を引用しつつ，アビーを相続した詩人がどのようにその荒廃を受け止めたかを
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推澗Ｉする。
[Ｈ]eexpressedthemelancholyfeelingwithwhichhetookpossession
ofhisancestralmansion．
Newstead1Whatsaddeningsceneofchangeisthine，
Ｔｈｙｙａｗｎｉｎｇａｒｃｈｂｅｔｏｋｅｎｓｓｕｒｅｄｅｃａy：
Ｔｈｅｌａｓｔａｎｄｙｏｕｎｇｅｓｔｏｆａｎｏｂｌｅｌｉｎｅ
Ｎｏｗｈｏｌｄｓｔｈｙｍｏｕｌｄｅｒｉｎｇｔｕｒｒｅｔｓｉｎｈｉｓｓｗａｙ．
Desertednow,ｈｅｓｃａｎｓｔｈｙｇｒａｙ－ｗｏｒｎｔｏｗｅｒｓ，
Thyvaults,ｗｈｅｒｅｄｅａｄｏｆｆｅｕｄａｌａｇｅｓｓｌｅｅｐ，
Thycloysters,ｐｅｒｖｉｏｕｓｔｏｔｈｅｗｉｎｔｒｙｓｈｏｗｅｒｓ，
These-theseheviews,ａｎｄｖｉｅｗｓｔｈｅｍｂｕｔｔｏｗｅｅｐ
Ｙｅｔｈｅｐｒｅｆｅｒｓｔｈｅｅｔｏｔｈｅｇｉｌｄｅｄｄｏmes，
Ｏｒｇｅｗｇａｗｇｒｏｔｔｏｅｓｏｆｔｈｅｖａｉｎｌｙｇｒｅat；
Ｙｅｔｌｉｎｇｅｒｓａｍｉｄｔｈｙｄａｍｐａｎｄｍｏｓｓｙｔombs，
Norbreathesamurmur'gainstthewilloffate.（ＣＭ174）
バイロンの気質とアビーの雰囲気の共鳴を可能にしているのは，バイロンの詩
である。言い換えれば，陰気な‘情景に身を包み，メランコリックな感`情のもと
で想像力を発揮する「バイロン」像は，バイロンの詩が遡及的に構築すること
で可能になる。しかし，この引用された詩を詳細に分析すると，アーヴィング
のこうした企図は，引用に施された重要な修正があってはじめて可能になって
いることが分かる。
引用された詩がアーヴィングのテクストに現れるのは初めてではない。１８１４
年の『アナレクティック・マガジン』にアーヴィングが掲載した批評一「ロー
ド・バイロン」－で，彼はまったく同じ詩を引用している。注目すべきは，
｢ロード・バイロン」がこのロマン派詩人の詩をそのまま引用している一方で，
｢ニューステッド・アビー』の引用では，第３スタンザが削除され，加えて，
最終スタンザである第５スタンザが切り出されて，この導入節（｢歴史に関わ
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る注釈｣）の最終部に転置されていることである。この削除や転置は，アーヴィ
ング自身が「ロード・バイロン」で行った，この詩の位置づけ－「高貴な生
まれの人物の感情」（ＭＷｌｌ５）の表象一に修正を迫ることになる。
第３スタンザには，「誇り，希望，愛が彼に忘却を禁じ／彼の胸を情熱的な
輝きで暖めていく」（ＭＷ１１５）という言述が含まれている。このスタンザの
削除によって，バイロンがアビーとの間で取り結ぶ'情熱的な感情が消し去られ
る。また，最終スタンザであったはずの第５スタンザには，アピーの前途に対
するバイロンの希望が描かれている。
Ｈａｐｌｙｔｈｙｓｕｎｅｍｅｒｇｉｎｇｙｅｔｍａｙｓｈｉｎｅ，
Ｔｈｅｅｔｏｉｒｒａｄｉａｔｅｗｉｔｈｍｅｒｉｄｉａｎｒａｙ；
Ｈｏｕｒｓｓｐｌｅｎｄｉｄａｓｔｈｅｐａｓｔｍａｙｓｔｉｌｌｂｅｔｈｉｎｅ，
Andblessthyfuture,ａｓｔｈｙｆｏｒｍｅｒｄａｙ.（ＭＷ１１５,ＣＭ175）
導入節の最終部に転置される時，この最終スタンザには，バイロンが「アビー
にメランコリーな別れ」（ＣＭ177）を告げるために述べたもの，という但し書
きが加えられている。アーヴィングによるこの言述と転置によって，切り出さ
れたスタンザは解釈の方向性を定め直されることになる。その一方で，残され
た３つのスタンザの詩は，陰気な`情景を前にしたバイロンの「メランコリーの
感,情」を表すものとして，より鮮明な一貫,性が担保されることになる。「ニュー
ステッド・アビー」全体におけるメランコリーの陰気さを維持しているものは，
切断や転置，さらに，解釈の方向性を決定する言述の付加という操作である。
結果として，バイロンだけでなく，やがて，アビーそのものが「荒廃したメラ
ンコリーな状態」（ＣＭ194）として捉えられ，メランコリーを枠組みとしたバ
イロンとアビーの重なり合いが浮上することになる。
すでに述べたように，アーヴィングとバイロンは出会ったことがない。アー
ヴィングがこのロマン派詩人と交流する経路はバイロンの詩であり，このロマ
ン派詩人の詩がアビーに住んだバイロンの影を追うための典拠として利用され
る。象徴秩序が先行し，「バイロン」の像を構築する鍵となるという事実には，
詩の切断や転置という象徴秩序の操作が付きまとう。結果として，メランコリッ
クな雰囲気の設定や「バイロン」像の復元行為は，創造的営為との境界をあい
まいにしたまま進行していくことになる。
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象徴秩序の優先性を利用するのは自分だけではない，とアーヴィングは言う。
"SuperstitionsoftheAbbey”でアビーにまつわる迷信を紹介する時，彼は，
バイロンの超自然的な伝承への関心と彼の詩の影響に言及することを忘れては
いない。その過程で，アーヴィングは，バイロンがＤＣ〃んα〃第１６編に組み
込んだ“Ｂｅｗａｒｅ１Ｂｅｗａｒｅ１ｏｆｔｈｅＢｌａｃｋＦｒｉａr'，の全文を引用しつつ，次
のように述べている。
Ｓｕｃｈｉｓｔｈｅｓｔｏｒｙｏｆｔｈｅｇｏｂｌｉｎｆｒｉａｒwhichpartlythrougholdtradi‐
ｔｉｏｎｓａｎｄｐａｒｔｌｙｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｉｎｆｌｕｅｎｃｅｏｆＬｏｒｄＢｙｒｏｎｒｈｙｍｅｓ，has
becomecompletelyestablishedｉｎｔｈｅＡｂｂｅｙ，andthreatenstohold
possessionaslongastheoldedificeshallendure.（195-196）
アビーにおける迷信の固定化を促し，陰気な雰囲気を強化する要因のひとつと
して，アーヴィングはバイロンの詩をあげる。彼は，若い頃のバイロンにとっ
てアビーが着想の源であったと主張し，さらに，バイロン自身の詩が遡及的に
アピーの陰気な雰囲気を色濃くさせていく事態に着目する。つまり，アピーか
ら派生した詩がアビーにまつわる迷信を色濃くするというフィードバック・ルー
プに，アーヴィングは好意的な視線を投げかけるのである。そして，象徴秩序
が現実の空間にもたらすこのループの効果を見極めつつ，彼は，自分自身をこ
うした行為の追従者として登場させる。
この追従者は「ロード・バイロンの作品のさまざまな節に時折現れる」
(209）描写を援用し，バイロンの理念的なイメージを構築していく。こうした
試みにおいて主に動員されるのは，「ニューステッド・アビーヘの哀歌」や
"Dream，，などにおけるメランコリックな情景である。そして，そのなかで最
も特徴的に用いられている詩があるとすれば，それは「ドン・ジュアン」であ
ろう。例えば，クレヨンは，“AnnesleyHall”でこの詩を取り上げ，「陰気な
面持ちの肖像画」（203）を前にしたバイロンの心境を推測している。１８２４年
に出版された「ドン・ジュアン」第１５編は，その射程を過去まで引き伸ばさ
れて，幽霊の出現を恐れた若いロマン派詩人の心境を具現化し，「ニューステッ
ド・アピー』全体のメランコリックなトーンを強化する典拠として活用される。
アーヴィングがバイロンのかつての寝室に泊まる“TheRookCell”でも，
同様に『ドン・ジュアン』からの引用が大きな役割を果たしている。ある日の
Hosei University Repository
｢バイロン」の構築と過去の継承 5５
深夜，バイロンがその部屋で「ミステリアスな訪問者」（222）に出会ったとい
う言い伝えは，アーヴィングの好奇心をかき立てる。この宿泊客は，このエピ
ソードと陰気な部屋を『ドン・ジュアン」の幽霊の場面を重ね合わせ，第１６
編の第１７スタンザ，さらに，第２０スタンザから第２５スタンザまでを引用す
る。しかし，このメランコリーな感情と直結するはずの『ドン・ジュアン」の
第１６編について，バイロン研究が次のような批評を行ってきたことにも注目
せねばならない。
[I]ｎＣａｎｔｏＸＶＩ,featuringthetwoghostepisodes,laughterindeed
dismantlestheoldｇｅｎｒｅｏｆｅｐｉｃａｎｄｒｏｍａｎｃｅ,andalsoproblematizes
therelativｅｌｙｎｅｗｇｅｎｒｅｏｆＧｏｔｈｉｃｗｉｔｈａｍｉｘｔｕｒｅｏｆｔｒａｖｅｓｔｙａｎｄ
ｍｏｃｋｅｒｙ・Apartfromnostalgiaforchivalricpastanditsliterature,it
enactsakindofGothicmasqueｒａｄｅｏｆ“seriouslaughter.”（Horova'
117）
上記のバイロン研究が指摘しているように，「ドン・ジュアン』第１６編は冷笑
的なコメディとしての側面が強く，当時のゴシック趣味に対してラディカルな
態度をとる。これは「ニューステッド・アビー』が構築を目指す「バイロン」
像とは必ずしも重ね合わせることができない面である。これまでアーヴィング
は，アビーの雰囲気とバイロンの気質をメランコリーのなかに落とし込んでき
た。このアメリカ作家は，この枠組みに，バイロンの詩のさまざまなゴシック
的描写を差し挟みながら，メランコリックなロマン派詩人，「バイロン」のイ
メージを構築していったといえる。しかし，このイメージの構築におけるアー
ヴィングの操作を忘れるべきではない。『ニューステッド・アビー」のメラン
コリックな「バイロン」像は，「バイロンの「ドン・ジュアン」の'懐疑的コメ
ディ」（Dayl70）などを犠牲にすることで成り立っているのである。
『ニューステッド・アビー」は改変を伴う復元，という逆説をはらんだテク
ストである。そして，視点を変えれば，アーヴィングのこうした行為の引噛的
な表象として機能しているのが，アビーの所有者であるワイルドマンの復元行
為である。
Underｈｉｓ［Wildman，s］judiciouseyeandmunificenthandthｅ
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venerableandromanticpilehasrisｅｎｆｒｏｍｉｔｓｒｕｉｎｓｉｎａｌｌｉｔｓｏｌｄｍｏ‐
nasticandbaronialsplendour,ａｎｄａｄｄｉｔｉｏｎｓｈａｖｅｂｅｅｎｍａｄｅｔｏｉｔｉｎ
perfectconformityofstyle・Ｔｈｅｇｒｏｖｅｓａｎｄｆｏｒｅｓｔｓｈａｖｅｂｅｅｎｒｅ‐
planted（176）
ワイルドマンは敷地に新たに木を植え，さまざまな増築を行っている。興味深
いのは，アーヴィングの日記では，「ロード・バイロンに関わるあらゆるもの
がとても慎重に保存されている」（ＬＬＷｍ:381）という記述が確認できる一
方で，増築や植林への言及が一切見られないことである。言い換えれば，ワイ
ルドマンの改修や増築の試みは，「ニューステッド・アビー』の執筆において，
アーヴィングが新たに強調している事柄なのだ。この記述は，改変を伴う復元
という観点から，アーヴィングの試みとワイルドマンのそれを重ね合わせる次
元を開くことになる。
バイロンは恋多き詩人，激情型の行動で知られた詩人である。アーヴィング
はこうした特質を反映するため，バイロンが祖父から「無鉄砲な奇行」（175）
を引き継いだと「ニューステッド・アビー』で述べている。しかし，バイロン
の奇行について，具体的内容はほとんど示されていない。また，年上の女性で
あるChaworthへの恋心は，それが叶わないことと彼の詩の引用によって，
メランコリーヘと接続されている。「ニューステッド・アビー」における「バ
イロン」は，物寂しい情景を愛し，年上の女性への叶わぬ愛を胸に秘めた，メ
ランコリックな詩人として現れる。アーヴィングは，切除や転置によって「ニュー
ステッド・アビーヘの哀歌」のトーンを調整し，『ドン・ジュアン」の喜劇的
な側面を犠牲にしつつも，アビーの雰囲気とバイロンのメランコリーを連結さ
せる。アーヴィングの言述はバイロンが持っていたと想定される気質の全てを
復元するわけではない。彼は，この詩人の気質の一部一メランコリックな想
像的気質一ではあったとしても，それを「バイロン」として復元しようとす
るのである。しかし反面で，この行為は，「バイロン家のすべてのモニュメン
トと遺物を保存し修復」（ＣＭ177）するというワイルドマンの試みと同様に，
修復を伴う復元が無軌道な創造の試みではないことも示している。ワイルドマ
ンによる増築や保全と同様に，残されている象徴秩序一バイロンの詩一が，
アーヴィングによる復元行為に，頼るべき基盤を提供しつづけている。
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2．「バイロン」の拡散
『ニューステッド・アビー』の最終部に配置されているのは，敷地の森を乗
馬中，ワイルドマンがアーヴィングに実話として紹介したとされている，“The
LittleWhiteLady”である。バイロンの信奉者である女性に焦点を当てたこ
の物語は，「クレヨンの雑記録」第２巻の出版当時から高い評価を得ていた。
例えば，EdgarAllanPoe（1809-1849）が編集を務めたｓｏ〃/ｚｅｍＬ加畑剛
Mbsse"配γの評者は1835年の７月号で次のように述べている。
ＴｈｅｓｔｏｒｙｏｆｔｈｅＷｈｉｔｅＬａｄｙｉｓｏｎｅｏｆｄeepinterest，ａｎｄｓｕｉｔｓｗｅｌｌ
ｗｉｔｈｔｈｅｍｅｌａｎｃｈｏｌｙｔｈｏｕｇｈｔｓｃｏｎｎｅｃｔｅｄｗｉｔｈＮｅｗｓｔｅａｄＡｎｉｎｓｔａｎｃｅ
ｏｆｍｏｎｏｍａｎｉａｌｉｋｅｔｈａｔｏｆｔｈｅＷｈｉｔｅＬａｄｙ,hasseldombeenrecorded；
ａｎｄｔｈｅａｕｔｈｏｒｈａｓ，withoutover-coloringthepicture，presentedto
hisreadersthehistorｙｏｆｔｈｅｒｅａｌ－beingwhosewholecharacterand
actionsandmelancholyfatebelongtotheregionsofromance.（646）
この物語では主人公のメランコリックな運命が明示され，結果として，「ニュー
ステッド・アビー」に設定されたメランコリックな枠組みが効果的に引き継が
れている。加えて，この物語は，その枠組みをさらに拡大し，モノマニア（偏
執狂）という，1820年代にフランスの精神科医JeanEtienneEsquirol（1772-
1840）とEtienne-JeanGeorget（1795-1828）が提唱した精神病理にまで，そ
の思想的射程を引き伸ばしている。
焦点が当てられる女性についてまとめれば次のようになるだろう。ワイルド
マン夫妻やアピー付近の住民は，ある時から，森の中で小柄な女性の存在に気
づく。この女性は白い服で現れ，白いベールで顔の上部を隠している。その特
異な外見と音もなく移動することから，当初，彼女は超自然的存在とみなされ
ている。やがて，その女性にはSophiaHyattという名があることが分かる。
彼女は森の中の，かつて農家であった建物に住んでいる。幼年期の病気が原因
で聴力と発話能力を失った彼女は，同時に，視力も弱い。バイロンの詩を心か
ら愛する彼女はアビーに引き寄せられてきたといい，ワイルドマン夫妻に滞在
の許可を願う。彼女は両親の死後，アメリカで事業をする兄からの仕送り|こよっ
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て生活を維持している。しかし，兄もまた急死してしまう。兄の財産は彼女の
許には届けられず，アビーの森に住みつく頃の生計は遠戚の援助によってかろ
うじて支えられていた。ワイルドマン夫妻は彼女の敷地内の散策を許す。
ソフィアにとって，バイロンの詩は現実を忘却するための経路になっている。
[T]hewritingsofLordByronseemedtoformtheonlystudyinwhich
shedelighted,ａｎｄｗｈｅｎｎｏｔｏｃｃｕｐｉｅｄｉｎｒｅａｄｉｎｇｔｈｏｓｅ,hertimewas
passedinpassionatemeｄｉａｔｉｏｎｓｏｎｈｉｓｇｅｎｉｕｓＨｅｒｅｎｔｈｕｓｉａｓｍｓｐｒｅａｄ
ａｎｉｄｅａｌｗｏｒｌｄａｒｏｕｎｄｈｅｒｉｎｗｈｉｃｈｓｈｅｍｏｖｅｄａｎｄｅｘｉｓｔｅｄａｓｉｎａ
dream,forgetfulattimesofrealmiseriｅｓｗｈｉｃｈｂｅｓｅｔｈｅｒｉｎｈｅｒｍｏｒ‐
talstate.（230）
ソフィアはバイロンの詩に自らの思考を埋没させ，またある時には，バイロン
の面影をアビーに求める。共通するのは，「幻想」（233）を見ることである。
これは明らかに，アーヴィングが『ニューステッド・アビー」において描いて
きた，自分自身の行為と重複する行為である。異なるのは幻想世界への耽溺の
強度である。語り手の記述によれば，彼女にとってバイロンは「彼女の想像力
によって作られたロマンティックなイメージ」（227）であり，「脳が作り出す
単なる幽霊」（228）でしかない。この女,性の描写が可能にするのは，バイロン
の幻想世界が及ぼし得る拡散的な影響の具現化である。
この物語では，「ソフィアの精神を貧るメランコリー」（232）が描かれる。
そして，このメランコリーには，バイロンの詩に喚起された彼女の想像力が表
裏一体に組み合わさっている。従来のアーヴィング研究では，彼の文学テクス
トにおける想像力は，保守的なスコットランド常識哲学の観点から捉えられる
ことが多かった(2)。「幽霊，子鬼，亡霊は精神の幻覚でしかないという，アー
ヴィングの「常識」的信念」（RingeAG87）を指摘したDonaldARingeの
研究を代表として，超自然的な現象は単なる認識の誤謬に起因すると捉えられ
てきた。そのため，そうした認識に基づく議論では，誤謬を作り出す要因とし
ての想像力は軽く取り上げられることが多い。
「想像力という概念は，ロマン主義の時代において理解されていたように，
そして，我々が今日においても理解しているように，実際のところ，１８世紀
の創造物である」（vii）と述べて，想像力という概念の歴史化を提唱したのは，
Hosei University Repository
｢バイロン」の構築と過去の継承 5９
JamesEngellである。この研究で取り上げられているＤａｖｉｄＨｕｍｅ（1771-
1776）やAlexanderGerard（1728-1795)，ＨｅｎｒｙＨｏｍｅＫａｍｅｓ（1696-1782)，
HughBlair（1718-1800)，ＴｈｏｍａｓＲｅｉｄ（1710-1796）などの１８世紀の哲学・
美学議論は，想像力の創造的かつ秩序破壊的な力の理論化に腐心していた。そ
の理論化においては，連想，理性，悟,性，判断力，共感などのさまざまな概念
が動員されている。しかしながら，「小さな白い女性」に視線を移せば，この
テクストが，こうした議論と一線を画す．情景を提示していることが分かる。こ
のテクストは，アーヴィングの文学テクストにおける想像的気質が，１８世紀
哲学・美学議論における諸概念とは別の感情，つまり，メランコリーによって
発動していることを明確に示している。
アーヴィングの代表作である「スケッチ・ブック』を振り返ってみれば，
そもそもそこに，メランコリーの作用という，スコットランド常識哲学よりは
るかに長大な思想史の存在を垣間見ることができる。この短編集がRobert
Burton（1577-1640）のＴ/ｚｅＡ"αｔｏｍｙｑ/ＭｂＺα"c/Zoｶﾉと結んでいる関係は，
エピグラフをこの１７世紀の医学書に求めていることにとどまらない。語り手
クレヨンや“TheLegendofSleepyHollow”の主人公であるIchabodCrane
の想像的気質の描写の多くは，スコットランド常識哲学ではなく，メランコリー
と想像力の関係を論じたこの医学書の言説と重複することが多く，この重複を
無視しては，彼の短編集が示す思想史の背景を取り逃してしまうことになる。
この短編集の語り手であるクレヨンの観察眼は孤独と怠惰に基づいていた。
この旅行者がイギリス上陸時に感じた最初の感情は孤独であり，その感情はこ
の短編集を通じて維持されていた（ＳＢｌ５)。また，クレヨンの豊かな想像世界
が展開される“TheArtofBookMaking，'や“TheMutabilityofLiterature，，
の導入部で，彼は「物憂げな感情」（ＳＢ６１）や「夢見心地な気分」（SBlOO）
に浸りつつ，遊歩者として「ぶらつき」（SＢ６１，１００）ながら登場する。バー
トンに視線を移せば，彼は，想像力がメランコリーの作用によって生み出され
ると考えている。
lwillnowpointatthewonderfuleffｅｃｔｓａｎｄｐｏｗｅｒｏｆｉｔ［imagina‐
tion]；which,ａｓｉｔｉｓｅｍｉｎｅｎｔｉｎａｌｌ,somostespeciallyitragethin
melancholypersons,inkeepingthespeciesofobjectssolong,mistak‐
ｉｎｇ，ａｍｐｌｉｆｙｉｎｇｔｈｅｍｂｙｃｏｎｔｉｎｕａｌａｎｄｓｔrongmeditation，ｕｎｔｉｌａｔ
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ｌｅｎｇｔｈｉｔｐｒｏｄｕｃｅｔｈｉｎｓｏｍｅｐａｒｔｉｅｓrealeffects，causeththisand
manyothermaladies,（253）
想像力はメランコリックな人物において目立ち，時には，「精神錯乱」などの
破壊的な作用をその人物にもたらす。この１７世紀の医学書が基礎を置く体液
論は，胆汁液の過剰がメランコリーをもたらし，それが想像的気質との親和性
を発揮すると主張する。古代錬金術まで射程に収めるこの体液論において，バー
トンは詩人をその典型としてあげている。そして注目すべきは，彼がメランコ
リーの原因のなかに自発的な孤独や怠惰を含めていることである（Burton241-
249)。『スケッチ・ブック』で維持されているクレヨンの物憂げな気質や孤独
な行動は，バートンのメランコリー論を下地にすると，その思想的基盤が明ら
かになる。また，イカパッドは超自然的な物語を好み，もともと想像的気質に
富む人物だが，沼地がバートンの理論においてメランコリーを引き起こす外的
環境のひとつであることを確認すれば，彼が首なし騎士に追いかけられる場所
が陰気な沼地であることにも意味が生じてくる（Burton239,ＳＢ２９１)。
この代表作から１６年後，『ニューステッド・アビー』が再びメランコリーを
俎上に上げ，それだけでなく，メランコリーと想像力の関係をより一層明確に
提示していることは，必然的に，アーヴィング文学におけるメランコリーと想
像力の関係を考察しなおす機会を与えてくれる。特に，「白い小さな女性」の
主人公が孤独な瞑想に耽り，彼女自身がメランコリックな詩を書く人物として
描かれていることには注意が必要だろう。『スケッチ・ブック」はクレヨンや
イカバッドの想像的気質を描写しつつも，同時に，ユーモラスな結末を提示し
ていた。その「軽さ」が『スケッチ・ブック」のコミカルな軽妙さを支えてい
ると言ってもよい。メランコリーはあまり前景化されることなく，彼らの想像
的気質に理論的枠組みを与えるものとしてひっそりと組み込まれていたといえ
る。その一方で，「白い小さな女性」にはメランコリーを真正面から見据える
枠組みが存在する。そしてアーヴィングは，この枠組みを利用しつつ，最終的
に，彼女のメランコリーを当時の精神病理の最先端であったモノマニアヘと接
続させていくのである。結果として，『ニューステッド・アビー』では，想像
的気質におよぼすメランコリーの作用がより明確に意識される。そして，それ
はそのまま，この陰鯵な感情の効果について，アーヴィングが１６年の時間的
隔たりを経てもなお，持続的に関心を寄せていたことを明らかにする。この関
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心の存在を確認することは，アーヴィングが『スケッチ・ブック」にひそかに
組み込んだメランコリー論への意識に遡及的な再評価の道を開くことにつなが
り，同時に，彼の文学全体に体液論から１９世紀の精神病理学におよぶ長大な
思想史が流れていることを明示することになる。
また，ソフィアについての描写をこうした思想史的な文脈だけでなく，当時
の印刷文化の影響から捉えることも可能である。バイロンの詩への耽溺を扱う
物語が1830年代に書かれていることは，この時代が，印刷技術の革新やそれ
に伴う印刷物の大量流通，文学市場の拡大の時代であることを考えると興味深
い。１８世紀後半から１９世紀前半に拡大した印刷文化は，文字メディアが作り
出す理念的幻想への没頭の大衆化を意味し，そうした幻想が現実を侵食する余
地を切り開いた。印刷文化の大衆化による人間心理の変化と，そのなかで小説
が果たした役割を歴史的に考察したCathyNDavidsonは次のような事象の
存在を指摘している。
[Ｔ]oassumethattheemergenceofmassliteraturelessenstheinten‐
ｓｉｔｙｏｆｔｈｅｒｅａｄｉｎｇｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｉｓｇｒosslyinaccurateWhatdowe
make，ｆｏｒｅｘａｍｐｌｅ，ｏｆｔｈｅｄｏｚｅｎｓ，perhapshundreds，ｏｆｙｏｕｎｇｍｅｎ
ｗｈｏｌｅｐｔｏｆｆｂｒｉｄｇｅｓｏｒｐｕｔａｐｉｓｔｏｌｔｏｔｈｅｉｒｆｏｒｅｈｅａｄｗｉｔｈａｃｏｐｙｏｆ
ＷＣγｒ"eγintheirbreastpocket？Ｓｕｒｅｌｙｔｈｅｉｒｓｗａｓａｎｉｎｔｅｎｓｉｖｅｒｅａｄ－
ｉｎｇＯｒｏｆｔｈｅｙｏｕｎｇｗｏｍｅｎｗｈｏｍａｄｅａｇｒａｖｅｉｎＮｅｗＹｏｒｋCityfor
poorCharlotteTemple;ｗｈｏ,fortwogenerations,leftwreaths,locks
ofhair,ａｎｄｍｅｍｅｎｔｏｓｏｆｌｏｓｔｌｏｖｅｓｕｐｏｎｔｈｅｇrave；ａｎｄｗｈｏ,when
theydiscoveredthatCharlottｅｗａｓｎｏｔａ“real，，personbutmerelya
fictionalcreation，feltutterlybetrayedandderanged，ｆｏｒｔｈｅｙｈａｄ
－ｔｈｅｙｓａｉｄ－ｌｏｓｔｔｈｅｉｒｆriend．…Ｉｎｓｈｏｒｔ,ｐｅｏｐｌｅｔｈｅｎａｓｎｏｗｒｅａｄ
ｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓｉntotheirfictionsandtheirfictioｎｓｉｎｔｏｔｈｅｉｒｌｉｖｅｓ．
(Davidson７３）
大衆化した印刷文化は読者層の拡大だけではなく，そのメディアの影響力の増
加も意味していた。しかし同時に，デイヴィッドソンの指摘は重要な点を見逃
している。印刷物の大量生産と大量消費を初めて迎えたこの時代には，印刷メ
ディアと拮抗する他のメディアが存在せず，文字メディアが圧倒的な社会的．
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文化的影響力を持った時代であった。逆に言えば，印刷メディアが幻想を作り
出すほぼ唯一のメディアであったことが，そこから生じる幻想の強度を高めた
のである。
そして，FriedrichKittlerがDjsco"だＣＭ川o戊ｓＩｍｑﾉ1900で示したよう
に，文字メディアのなかでも，特権を有していたのが詩であった。
Poetryenjoyedaprivilegedplaceinthesystemsofaesthetics・The
otherartsweredefinedbytheirrespectivemedia（Stone,color,build
ingmaterial,sound);themediumofpoetry,however-languageor
tone,ｌａｎｇｕａｇｅａｓｔｏｎｅ,ｂｕｔｃｅｒｔａｉｎｌｙｎｅｖｅｒｌａｎｇｕａｇｅａｓｌｅｔters-dis‐
appearsbeneathitscontentsothat,aswithNostradamus/Faust,the
spiritcanappeardirectlytothespiriMll3）
キットラーの指摘によれば，詩の世界に浸ることは，文字の物質性を捨て去り，
文字によって喚起される幻想に身をゆだねることを意味していた。象徴秩序の
なかに思考を枠づけることが，幻想の出現を可能にする。このように考えれば，
ソフィアの行為はその状況を極度まで推し進めた形として現れることになるだ
ろう。
しかし，読むことがもたらすこうした状況には，幻想が不在を前景化する，
という必然的な矛盾がつきまとうことになる。
Readingpresentedenthusiastswitｈａｓｅｔｏｆｐａｒａｄｏｘｅｓ:itflatteringly
includedtheminthｅｃｏｍｍｕｎｉｔｙｔｈａｔａｐｐｒｅｃｉａｔｅｄａｎｄｐｏssessedthe
nationalliteraryheritage,ｙｅｔｉｔｔａｕｇｈｔｔｈｅｍｔｏｒｅａｌｉｚｅｈｏｗｉｍｍate-
rialsuchownershipwas・Ｉｔｏｆｆｅｒｅｄｒｅａｄｅｒｓａｓｅｎｓｅｏｆｔｒａｎｓ一historical
kinshipwithgreataｕｔｈｏｒｓａｎｄｏｔｈｅｒｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅｒｅｐｕblicoflet‐
ters,ｂｕｔｉｔｒｅｖｅａｌｅｄｔｈａｔｓｕｃｈｃｏｍｍｕｎｉｔｙｄｅｐｅｎｄｅｄｕｐｏｎａｃｔｓｏｆｗｉｌｌ
ａｎｄｉｍａｇｉnationEvenmorethanthis，readingdemonstratedthat
authorsａｎｄｃａｎｏｎｓｗｅｒｅｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓｉｄｅａｌｃｏnstructs,perhapslack‐
ｉｎｇｔｈｅｓｏｌｉｄｉｔｙｔｈｅｙｎｅｅｄｅｄｔｏｓｕｓｔaｉｎｔｈｅｃｕｌｔｕｒａｌｅdificesbeingbuilt
uponthem.（Westover4）
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この研究は，読むことが幻想とその不在性を同時にもたらすと主張する○そし
て，この不在が，作家の邸宅や墓所への訪問，つまり，文学巡礼の興隆につな
がったと述べる。このように，印刷文化の大衆化が生みだした幻想と不在の矛
盾という観点の導入によって，ソフィアの行動は，１９世紀の言説ネットワー
クに基づく幻想への耽溺と，その不在を解決しようとする欲求から生じた行動
として歴史的に捉えなおすことができる。
アーヴィングと同じように，ソフィアはバイロンに会ったことがない｡彼女
は，このロマン派詩人が自分の名前を刻んだ木や，礼拝堂跡に彼が建てたモニュ
メントを訪れ，そこで愛する詩人についての瞑想を繰り返す。瞑想はソフィア
が理念的イメージとしての「バイロン」と接続する経路であるが，この女性が，
聴力と発話能力を失うことによって，文字通り，詩の世界で思考していること
には注意が必要であろう。そして，こうした時間における感`情や`思考は，「ス
レートに書きとめられた詩に具現化されて，夕方，農夫の家に帰った後に書き
写される」（227）ことになる。アーヴィングは次のようなエピソードを組み込
んでいる。
ＴｈｅｌｉｔｔｌｅＷｈｉｔｅＬａｄｙｅｘｐｒｅｓｓｅｓｉｎｔｏｕｃｈｉｎｇｔｅｒｍｓ，ｉｎａｎｏｔｅｔｏｈｅｒ
ｖｅｒｓｅｓ，ｈｅｒｓｅｎｓｅｏｆｔｈｉｓｇｅｎｔｌｅｃｏｕｒｔｅｓｙ．“Ｔｈｅｂｅｎｅｖｏｌｅｎｔｃｏｎｄｅ‐
scension,'，ｓａｙｓｓｈｅ，“ｏｆｔｈａｔａｍｉａｂｌｅａｎｄｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇｙｏｕｎｇｌａｄｙ，ｔｏ
ｔｈｅｕｎｆｏｒｔｕｎａｔｅｗｒｉｔｅｒｏｆｔｈｅｓｅｓｉｍｐｌｅｌｉｎｅｓ，willremainengraved
uponagratefuｌｍｅｍｏｒｙ,ｔｉｌｌｔｈｅvitalsparkthatnowanimatesaheart
thattoosensiblyfeels,ａｎｄｔｏｏｓｅｌｄｏｍｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｓｓｕｃｈｋｉｎdness,is
foreverextinct.（229）
ソフィアは，バイロンがかつて愛した女性の娘と出会う。上記の引用は，ソフィ
アがその際に行った「会話」だとされている。ここで確認できるのは，これ自体
が「彼女の詩についての注釈」であるにもかかわらず，その文章が“lady”か
らの句点によって，韻を踏みながら構成されているという事実である。外界の
音から遮断されたソフィアの`思考は，言葉という象徴秩序のなかでもさらに秩
序化された詩の形式において展開されている。
アーヴィングが『ニューステッド・アビー』にメランコリックな,情景を組み
込むにあたって，バイロンの詩，つまり，象徴秩序を先行させていることはす
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でに確認した。このバイロンの追悼記の最後を飾る「白い小さな女性」におい
ても，ソフィアがバイロンの詩に理念的世界を認め，その詩がもたらす幻想世
界に埋没することを追い求めるという点で，象徴秩序の先行性の枠組みは維持
されている。そして，彼女の思考が詩形によって枠づけられているという事実
は，結果として，バイロンの詩が展開するロマン的情景と彼女の思考との親和
性を担保することであり，詩による幻想的な世界構築の条件となる。
しかしやがて，バイロンの死の知らせがソフィアにも届く。この場面は，ソ
フィアのメランコリーが「モノマニアと呼ばれる精神錯乱」（231）に移行する
タイミングと一致している。アーヴィングは，この事態に直面した際の彼女の
詩一｢不完全で不規則な様式で，明らかに大きな動揺のもとで」（231）書か
れた詩一を取り上げる。「汝の像は私の心の中心に安置され／私の魂の中の
魂となる－それは全宇宙を満たす」（231）と述べる詩は，ソフィアの自我の
中心部にバイロンを取り込むことを意味している。芸術作品とモノマニアの関
係を論じたMariaVanZuylenが，モノマニアに「より一般的な執着心には
見られない，精神に関わる宗教性」（４）を認めているように，バイロンの死
はソフィアによる対象のフェティッシュ化を伴う。期せずしてアーヴィングは
それを「完全なる偶像崇拝」（232）と表現する。
バイロンの死は，彼が「バイロン」としてしか存在し得ないことを意味して
いる。そして，彼女はそうした理念的な「バイロン」像を自我の中心に取り入
れる。ソフィアのこの状況は，ある意味で，アーヴィングが「アネズリィ・ホー
ル」で引いたバイロンの「夢」からの引用，つまり，「彼には彼女以外には息
もなく，存在もない／彼女は彼の声」（202）という，バイロンが愛する女性を
描いた詩と同じ行為であるといえよう。それは自我の譲渡であり，そして同時
に，そうすることによって，彼女は自己の保全を試みる。こうした必死な保全
の試みが，バイロンが象徴秩序としての「バイロン」以外に存在しなくなった
時点と組み合わさっていることは，「ニューステッド・アビー」における象徴
秩序の優先性の絶頂を示すという点で興味深い。
バイロンがこの世を去ることによって，ソフィアは自我の譲渡と自己の保全
という矛盾した状態を生きることになる。彼女はこの偶像崇拝を意識している
にもかかわらず，象徴秩序の先行によって可能になった理念的世界への没入を
止めようとはしない。しかしながら，ここに現実が介入する。遠戚の援助が減
り，将来を不安視したソフィアは懇意にしてくれたワイルドマン夫妻に手紙と
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書き貯めた詩を残し，兄の財産を再度求めてロンドンに出発する。夫妻は召使
を急派し，ソフィアにアビーでの生活の保証を知らせようとする。しかし，ノッ
ティンガムに召使が到着した時，彼が目にしたのは馬車に礫き殺されたソフィ
アの姿であった。聴力を失っていた彼女には警笛が聞こえなかった，とされて
いる。
アーヴィングはこの顛末を描く前に，ソフィアがニューステッド・アピーで
残した詩を組み込んでいる。アピーに別れを告げた後，彼女は次のように述べ
ている。
Ｏｈｈｏｗｓｈａｌｌｌｌｅａｖｅｙｏｕ,ｙｅｈｉｌｌｓａｎｄｙｅｄａｌｅｓ，
Ｗｈｅｒｅｌｏｓｔｉｎｓａｄｍｕｓｉｎｇ,ｔｈｏｕｇｈｓａｄｂｕｔｕｎｂｌｅｓｔ，
Ａｌｏｎｅｐｉｌｇｒｉｍｌｓｔｒａｙ－Ａｈ１Ｉｎｔｈｅｓｅlovelyvales，
Ihoped,ｖａｉｎｌｙｈｏｐｅｄｔｈａｔｔｈｅｐｉｌｇｒｉｍｍｉｇｈｔrest．
Ｙｅｔｒｅｓｔｉｓｆａｒｄｉｓｔａｎｔ－ｉｎｔｈｅｄａｒｋｖaleofdeath
AloneshallIfindit,anoutcastforlorn.…（232）
結果的に，ソフィアがアビーで書いた詩は，彼女の運命を予言する。アーヴィ
ングがその韻文を「ソフィアの精神を貧るメランコリー」の具現化とみなして
いるように，結果的に，バートンにまで遡ることができるメランコリーの破壊
的側面によって，彼女は押しつぶされてしまう。ソフィアがたどった理念的世
界への没入から死に至る経路は，象徴秩序の先行性によって決定された極致と
して現れる。「書くことに加えて読むことは，この時代，自己の構築プロセス
として捉えられていた」（TierneyHynesl53）という言説ネットワークにお
いて，象徴記号（文字）という幻想メディアは，それに身を没するソフィアの
思考の枠組みを規定するだけでなく，彼女の自己がたどる死への道も決定して
ゆくのである。
「白い小さな女性」はバイロンについて書かれた物語ではない。しかし，こ
の物語を『ニューステッド・アビー」の最終部に組み込むことで，アーヴィン
グは，詩一象徴秩序一によって具現化される「バイロン」の影響力を前景
化させ，結果的に，不在によって拡大し続ける「バイロン」の存在の大きさを
示す。こうした象徴秩序と「バイロン」の関係のメカニズムを理解するために
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は，１９世紀の文字メディアが生み出す幻想の社会現象化，メランコリーと想
像力の関係をめぐる思想史，精神病理として取り上げられつつあったモノマニ
アなどの歴史的背景を視野に入れることが必要になる。アーヴィングは象徴秩
序の力を利用しつつ「ニューステッド・アビー』にメランコリーな情景を設定
した。「白い小さな女性」が示すのは，そのように設定されたメランコリーの
実際的な影響力を，一人の女性の理念的幻想への耽溺と破滅を通して描くこと
であり，象徴秩序からなる「バイロン」の拡散的な力を明示することである。
これらの点で，「白い小さな女性」はこのロマン派詩人の追悼文全体の最後部
を飾るにふさわしいテクストになっている。
3．過去の継承
「作家の邸宅は巡礼にとっての集約点となる。なぜなら，それは作家の創造
的作品の生成に中心的な影響をもっていたと想定されるからであり，ほとんど，
作家の人格の反映か延長としてみなされるからだ」（16）というMikeRobinson
とHansChristianAndersenの指摘を待つまでもなく，アビーは「バイロン」
像の構築で必要不可欠な役割を果たしている。しかし，すでに検討をしてき
たように，「ニューステッド・アビー」の巡礼には象徴秩序の先行,性が欠かせ
ず，アーヴィングは不在の対象をその場に求める，という逆説に身を置くこと
になる。アーヴィングはバイロンの詩を操作しつつ，理念的な「バイロン」像
一メランコリックな詩人一を構築する。確かにこの試みには，バイロンの
奔放さなど，他の気質の排除という危険が付きまとう。しかし，その一方で，
それはバイロンに確かに宿っていたであろうメランコリックな気質を十分に再
現し，ロマン主義の詩人である「バイロン」像の一端を鮮明に投射している。
アーヴィングの操作的な試みを現代の視点から批判することは可能ではある。
しかし，象徴秩序の切除や転置，さらに，それらを経由したトーンの設定を歴
史化することもまた可能であることを確認すれば，当時の文脈からはなれた一
方的な批判は，その妥当性を再考せざるを得なくなるだろう。
拡大する印刷文化は，大量のイメージが拡散される時代でもあった。そして，
例えば，『ニューステッド・アビー」出版の３年後の1838年に，JohnMurray
３世（1808-1892）が開始したHZz"dboo々ノbγTmMZelasのシリーズで，バイ
ロンがどのように活用されているかを確認すれば，印刷文化とイメージの編集
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方法の関係を歴史的に検討することが可能になる。JamesBuzardは，このハ
ンドブックの編集方法について次のように指摘している。
ＴｈｏｕｇｈｔｏｕｒｉｓｔｓｃｏｕｌｄｔａｋｅａｌｏｎｇｔｈｅｉｒｏｗｎｃｏｐｉｅｓｏｆＢｙｒｏｎｆｏｒ
ｓｅｎｔｉment,'Murray［JohnMurraym］alsoletthemlightentheirport‐
ｍａｎｔｅａｕｓｂｙｓｕｐｐｌｙｉｎｇｔｈｅａｐｐｒｏｐｒｉatepassageswhererequired・The
l838guideforSwitzerlandforexample,aboundswithByronicquota-
tion,ｏｆｔｅｎｅｎｔｅｒｅｄｗｉｔｈｏｕｔｃｏｍｍｅｎｔｂｕｔｓｏｍｅｔｉｍｅｓａｃｃｏｍｐａｎｉｅｄｂｙ
ｔａctfulcorrectionsByrecastingexcerptstosuithisneeds，Ｍｕｒｒａｙ
ｒｅｉｎｖｅｎｔｓＢｙｒｏｎ,ｍａｋｉｎｇｔｈｅｐｏｅｔ'ｓｓｔａｎｚａｓｒｅａｄａｓｔｈｏｕｇｈｔｈｅｙｗｅｒｅ
Createｄｆｏｒｎｏｏｔｈｅｒｐｕｒｐｏｓｅｔｈａｎｔｏｇｕｉｄｅｔhefinerfeelingsofthe
tourisM125）
マリ－３世がスイス観光向けのハンドブックにおいて用いたバイロンの詩には
改変が施されている。彼の父（ジョン・マリ－２世）が『スケッチ・ブック』
の英国版を出版し，トランスアトランティックな作家としての「アーヴィング」
の確立に貢献したことは運命のいたずらとしか言いようがないが，マリ－３世
の「バイロン」の再創造も，アーヴィングの試みとの交差するところが多い。
こうした事実を確認すれば，「ニューステッド・アビー」でのメランコリック
な「バイロン」像の構築には，テクストがテクストを再利用し，つぎつぎと別
のイメージを構築していくという，１９世紀前半の印刷文化におけるダイナミ
ズムが密接にかかわっていることが分かるであろう。
こうしたイメージ編集の作法は，アーヴィングが彼自身のテクストと取り結
ぶ関係について，再考察の余地を副次的にもたらしてくれる。デッカーやウエ
ストオーバーの研究が示すように，ナポレオン戦争時の欧州グランドツアーの
停滞をひとつの起点として，１８世紀末から１９世紀のイギリスは，国内ツーリ
ズムの興隆期を迎え，国内の文化資源への関心が高まる時代であった。戦争終
了後の平和は，「イギリス人ツーリストの大陸への殺到，侵略，または，汚染」
(Buzard83）の時代ではあったが，その一方で，－度起こった「愛国主義の
感覚とイングランド，ウェールズ，スコットランドの田園の神聖化」（Dekker
l5）から，国内にも継続的な関心が注がれた。アーヴィングが１７年にわたる
欧州滞在，特に，イギリス滞在を行ったのは，このように，イギリス国内にお
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ける文化資本への社会的関心が高まった時代であった。イギリスでの経験をク
レヨンというペルソナに落とし込んだ『スケッチ・ブック」は，アメリカだけ
ではなく，イギリスにおいても人気を博したことが知られているが，この人気
の原因のひとつには，アメリカ人作家によるイギリス国内の文化資本の描写が，
イギリスの読者に好意的に映ったことがあげられる。例えば，１８２０年の〃ノル
b"堰/zMO"t/zJy比Djezuは次のような批評を掲載している。
Witnessespeciallyhis［Irving，s］pictureof“RuralLifeinEngland,”
ｗｈｉｃｈｉｓｆｕｌｌｏｆｃｏｍｐｌｉｍｅｎｔｔｏｏｕｒｎａtionaltaste,ourenjoymentof
countryoccupatiｏｎ，ａｎｄｏｕｒｄｏｍｅｓｔｉｃｈａｂｉｔｓ；andhisamusingpor-
traitofthatsymbolicalpersonage,"JohnBulL”（311）
注目すべきは，上記の「ジョン・ブル」への言及が物語っているように，アー
ヴィングのイギリスの描写，特に風景描写は「道徳的連想」（RingePMll）
と一体になっていることである。アーヴィングにとって，風景はそれ自体で完
結するものではなく，その土地に住む人々の精神性を反映している。部外者と
して，彼は風景のなかに積み重なった過去の時間と，それによって陶冶される
イギリスの風俗や習`慣に焦点を当てつづける。「父の国」（ＢＨｌ３）であるイギ
リスは，このアメリカ人作家にとって積み重なった過去の具現化として現れる。
PaulGilesは，「おそらく，アーヴィングは文学的ナショナリズムの議題に無
理やり連結してしまうとその偉大さが減退してしまうアメリカ作家であるが，
トランスナショナノレな文脈に置かれると，彼の精巧さはもっと容易に確認でき
るだろう」（142）と述べているが，この視点はアーヴィング文学を考えるうえ
で重要であるといえる。アーヴィングのテクストの検討には，イギリス，さら
には欧州全体を過去の集積庫として見て，それとの接続を希求する新国家アメ
リカ人作家という視点が欠かせない。
『スケッチ・ブック」の“RipVanWinkle”や“TheSpectreBridegroom”
をみれば明らかなように，アーヴィングの短編小説における特徴のひとつは，
それらが欧州の伝承との関わりを連想させるという事実にある。前者では，語
り手がドイツ民話との類似,性に言及し，その一方で，自分の物語を実話である
と宣言する。後者の短編小説においても，フランスの民話の存在が言及されて
いる。語り手のこうした意図的なポーズが示すのは，独自性の主張の裏に存在
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する，共有知への確固とした意識である。新国家アメリカの作家であったアー
ヴィングは，トランスアトランティックな見地から，過去を具現化する欧州と
の文化的断絶と，そうした過去の伝統との再接続を意識せざるを得なかった。
アーヴィングのこうした不安は，自らの物語と欧州の知との関係性を明示する
ことを，彼のペルソナたちに促すことになる。
こうした文脈を確認すれば，『ニューステッド・アビー』を，１７年に及ぶ欧
州滞在を経たアーヴィングによる，彼の物語構成の特徴の再提示として捉える
ことができるだろう。このテクストの描写はアビーの風景にはとどまらない。
彼はこのテクストにおいて，アピーの陰気な雰囲気に「バイロン」の姿を見る。
しかし，その「バイロン」像の構築は，ただ単にメランコリックな詩人のイメー
ジの復元を目指したものではない。その裏面において，ソフィアのメランコリッ
クな破滅を頂点にして「バイロン」の拡散的な力を明示しながら，アーヴィン
グ自身が欧州の知との再接続を果たす道としても機能している。この「バイロ
ン」像の構築のプロセスに，アーヴィングは，イギリスの先行作家である「バ
イロン」との紐帯の確保だけでなく，古代錬金術からモノマニアにまで至るメ
ランコリーを軸にした思想史を織り交ぜ，欧州の知そのものとの接続を試みる。
その意味で，「バイロン」はアーヴィングにとってのひとつの経路でもあり，
アーヴィングの混交的創造行為は継承を目指した行為でもあるのだ。
「ニューステッド・アビー」を構築することで，アーヴィングは，自分自身
を欧州の知の系譜に位置づけようとした，イギリス滞在時の自分自身の文学的
営為を再演している。「父の国」に降り立った彼のペルソナの孤独は，その感
覚を文字通りに示すだけではなかった。この外国における孤独感は，彼自身が
｢半野蛮人」（ＢＨ３）と自虐的の述べざるを得なかった新国家アメリカ人に，
自らの文化的ルーツの再設定の要請を引き起こした。特に，イギリスで出版し
た最初の２冊の短編集，「スケッチ・ブック」と『ブレイスブリッジ邸」はそ
の解決の模索である。そして，アメリカ帰国後にまとめられた「ニューステッ
ド・アビー」を検討すれば，このテクストには，アーヴィングの継承をめぐる
問題解決の模索が再現されていることがわかる。その意味で，このテクストは
メランコリックな「バイロン」像の構築とその拡散する影響力の描写を通して，
詩人としてのバイロンの存在の大きさを讃えていることは確かだが，それだけ
でなく，独立によって自らの文化的アイデンティティの再定義を迫られた，ト
ランスアトランティックな作家，「クレヨン」－アーヴィングがイギリス滞
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在時に出版したテクストのペルソナーヘの献辞という側面も併せもっている
のだ。
《注》
(1)例えば，１８１７年８月１９日のPeterlrving宛の手紙には「マレーはとても陽
気でよく話す。彼はイタリアにいるバイロン男爵からの長い手紙を見せてくれた。
軽薄な言葉がいくつか見られ，風変わりな言葉が混在して書かれていた。男爵は
第４編に１０４行のスタンザを書いている。マレーが言うには，前の編ほどは形而
上学的ではないだろうが，少なくとも，先行するものと同程度のものにはなりそ
うだ，とのことだった」（Lette7s488-489）という記述が確認できる。また，そ
の前年の８月２７日には，アーヴィングがトマス・ムーアにバイロンの詩集を送っ
たことが確認できる。
（２）ＤａｖｉｄＨｕｍｅの影響を受けたスコットランド常識哲学は，経験論哲学の立場
から，経験的に得られた印象が観念を生み，その観念が意識の成立にとって重要
な役割を果たすという立場をとる。想像力は観念同士の自律的な結合を可能にし，
新たな観念の創造的役割を引き受けるものとして想定されている。Edward
Cahillの詳細な研究が明らかにしているように，この想像力の作用を創造的と
捉えるか，秩序破壊的と捉えるかをめぐって，トランスアトランティックな次元
で哲学的・美学的議論が行われていた（Cahill37-52)。また，スコットランド
常識哲学は，１８世紀後半から１９世紀のアメリカにおいて，大学教育カリキュラ
ムや批評雑誌に大きな影響を与え，「発展しつつあった文学研究は，趣味感覚の
養成や言語研究以外のことに主に用いられた。それは「哲学的」そして「批評目
的」で用いられ，道徳と宗教を促進し，雄弁術の授業では説得力を備えた議論の
技術を磨くことになった」（Courtl5）という指摘があるように，共和政アメリ
カの保守的な言論形成に影響を与えた。
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